
46建設業界 2012.1147 建設業界 2012.11 文：伏見 唯

　

前
編
で
触
れ
た
よ
う
に
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
の
事
業
計
画
コ
ン
ペ
の
段
階
で
、

県
は
埼
玉
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
な
る
よ

う
な
超
高
層
ビ
ル
を
求
め
て
い
た
が
、

日
生
・
フ
ジ
タ
共
同
企
業
体
（
日
本
生

命
、
フ
ジ
タ
工
業
〈
現
・
フ
ジ
タ
〉、
日

建
設
計
）
は
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
オ

フ
ィ
ス
と
ホ
テ
ル
を
別
棟
と
す
る
二
棟

案
の
採
用
に
至
っ
た
。

　

こ
れ
は
当
時
、
建
設
予
定
地
で
あ
る

大
宮
駅
西
口
地
区
が
低
層
市
街
地
に
近

接
す
る
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
周
囲
と

の
調
和
や
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
を
優
先

し
た
こ
と
に
因
る
が
、
高
さ
と
共
に
、

県
が
求
め
た
シ
ン
ボ
ル
性
ま
で
も
後
回

し
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ン
ボ
ル

性
は
ビ
ル
の
高
さ
で
は
な
く
、
歩
行
者

レ
ベ
ル
の
低
層
部
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

低
層
部
で
は
、
地
階
の
イ
ベ
ン
ト
広

場
と
、
そ
の
広
場
を
跨
ぐ
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
が
南
北
の
通
り
を
繋
ぎ
、

ま
た
ホ
テ
ル
低
層
部
の
大
架
構
の
ゲ
ー

ト
を
連
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
場
所

の
見
通
し
を
よ
く
し
て
い
る
。
デ
ッ
キ

面
、
道
路
面
、
地
階
な
ど
様
々
な
レ
ベ

ル
か
ら
の
視
線
が
行
き
交
う
空
間
で
、

人
の
動
き
や
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
印
象

的
な
場
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
は
道

路
か
ら
一
階
分
下
が
り
、
ま
た
植
栽
が

た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、
街
の
喧
噪
か
ら

離
れ
た
居
心
地
の
よ
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
空
間
を
き
れ
い
に
整
え
る

た
め
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
南
側
の
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
も
、
県
に
依
頼
し

一
体
的
に
設
計
さ
せ
て
も
ら
っ
た
そ
う

だ
。
低
層
部
が
、
い
か
に
こ
の
建
築
の

要
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
低
層
部
で
表
さ
れ
た
シ
ン

ボ
ル
性
も
、
近
隣
住
民
の
こ
と
を
深
く

考
え
た
結
果
で
は
な
い
か
。
よ
り
大
き

な
超
高
層
ビ
ル
を
建
て
た
方
が
、
一
時

的
な
話
題
性
は
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
近
隣
住
民
が
日
々
建

物
を
利
用
す
る
中
で
目
に
す
る
の
は
人

間
の
ス
ケ
ー
ル
に
合
っ
た
低
層
部
で
あ

り
、
そ
う
し
た
日
々
の
印
象
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
シ
ン
ボ
ル
性

こ
そ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
の
象
徴

だ
ろ
う
。
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
建
築
主
と
設
計
者
の
想
い

は
、
こ
こ
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

近
隣
住
民
へ
の
配
慮
は
、
施
工
者
が

取
り
組
む
べ
き
不
可
欠
な
課
題
で
あ
っ

た
。
低
層
市
街
地
と
隣
接
し
て
い
る
た

め
、
三
六
自
治
会
、
四
、八
〇
〇
戸
へ
の

近
隣
説
明
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
の
開
業

か
ら
数
年
を
経
た
こ
の
頃
、
大
宮
駅
西

口
は
再
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
大
宮
ス
カ

イ
ビ
ル
（
大
宮
そ
ご
う
）
や
大
宮
情
報

文
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
）
と

い
う
大
規
模
な
建
設
工
事
が
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
と
重
な
っ
て
い
た
た
め
、

様
々
な
建
設
公
害
が
複
合
し
て
発
生
す

る
こ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
埼
玉
県
や
大
宮
市
を
中
心

に
、
地
元
自
治
会
や
学
識
経
験
者
、
そ

し
て
三
事
業
体
の
責
任
者
と
施
工
者
が

集
ま
っ
て
「
大
宮
駅
西
口
地
区
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
研
究
会
」
と
い
う
、

近
隣
対
策
を
共
同
で
行
う
組
織
が
つ
く

ら
れ
た
。
調
査
研
究
会
は
、
近
隣
住
民

の
建
設
工
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
が

円
滑
に
伝
わ
り
対
応
で
き
る
よ
う
、
電

波
部
会
、
車
両
部
会
、
地
盤
部
会
な
ど

の
専
門
部
会
を
設
け
た
。

　

結
果
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

近
隣
住
民
と
の
軋
轢
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
県
や
市
が
率
先

共
同
で
行
う
近
隣
対
策

低
層
部
で
表
す
シ
ン
ボ
ル
性

施工中の様子。ホテル棟の上層は仕上げ前で鉄骨が露出している。
鉄骨は著しく電波障害を引き起こすため、工事中に鉄骨が露出する
面積には制限があった。（提供：GA photographers）

大宮駅から繋がるペデストリアンデッ
キ。2 階レベルがソニックシティへ
のメインエントランスになる。

第
三
〇
回
受
賞
作
品
（
一
九
八
九
年
）

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
後
編

BCS
Prize-Winning Works

BCS賞受賞作品探訪記
13

埼
玉
県
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、大
宮
駅
前
に
印
象
的
か
つ
優
し
く
佇
む
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
。

前
編
で
は
、事
業
の
経
緯
と
計
画
の
構
想
を
振
り
返
っ
た
。後
編
で
は
シ
ン
ボ
ル
性
を
持
ち
な
が
ら
も
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
、大
規
模
再
開
発
な
ら
で
は
の
課
題
を
乗
り
越
え
た
施
工
、そ
し
て
現
在
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

工事概要

所 在 地：�埼玉県大宮市桜木町1-441
建 築 主：�埼玉県／日本生命保険相互会社
設 計 者：株式会社　日建設計
施 工 者：フジタ工業株式会社
　　　　　（現・株式会社フジタ）
竣　　工：1988年3月31日
敷地面積：17,484㎡
建築面積：12,110㎡
延床面積：131,256㎡
規　　模：地下４階、地上31階、塔屋１階
構　　造：（地下部）鉄筋コンクリート造
　　　　　（地上部）鉄骨造
　　　　　（ホテル棟一部）
　　　　　鉄骨鉄筋コンクリート造
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し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
化
に
乗
り

出
す
な
ど
、
事
業
計
画
の
み
な
ら
ず
施

工
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体

を
通
し
て
、
官
と
民
が
う
ま
く
連
携
し

て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　

近
隣
説
明
会
も
終
わ
り
つ
つ
あ
る

一
九
八
六
年
一
月
に
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

は
着
工
し
た
。
事
業
計
画
コ
ン
ペ
の
た

め
、
当
初
か
ら
工
期
は
二
四
カ
月
と
決

め
ら
れ
て
い
た
。
三
〇
階
以
上
の
高
層

ビ
ル
の
工
期
は
三
〇
カ
月
以
上
が
一
般

的
で
あ
り
、
二
四
カ
月
は
不
可
能
に
近

い
く
ら
い
厳
し
い
工
期
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
逆
打
ち
工

法
だ
っ
た
。
通
常
は
土
を
掘
削
し
た
後

に
、
最
下
階
か
ら
上
階
に
向
か
っ
て
躯

体
を
つ
く
る
と
こ
ろ
を
、
こ
の
工
法
は

一
階
床
を
作
業
床
と
し
て
利
用
し
、
一

階
か
ら
地
下
に
向
か
っ
て
施
工
を
進
め

て
い
く
。
そ
れ
と
同
時
に
一
階
か
ら
上

階
に
順
次
施
工
を
し
、
地
上
と
地
下
を

並
行
し
て
施
工
し
て
い
く
た
め
工
期
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
工
法

の
採
用
に
よ
り
テ
ナ
ン
ト
工
事
や
周
辺

整
備
な
ど
の
追
加
工
事
を
入
れ
て
二
七

カ
月
で
多
様
な
内
容
を
持
つ
大
規
模
な

建
物
が
完
成
し
た
。
厳
し
い
条
件
を
み

ご
と
に
克
服
し
た
の
で
あ
る
。

　

事
業
計
画
コ
ン
ペ
の
募
集
か
ら
四
年

後
の
一
九
八
八
年
四
月
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
は
竣
工
し
た
。
ホ
ー
ル
、
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
も
開
業
し
、
全
国
初
の
複

合
多
機
能
ビ
ル
が
使
わ
れ
始
め
た
。
そ

の
後
二
五
年
弱
、
現
在
の
テ
ナ
ン
ト
入

居
率
は
ほ
ぼ
満
室
に
近
い
と
い
う
。
ホ

テ
ル
の
ロ
ビ
ー
は
賑
わ
い
を
見
せ
、
喫

茶
店
で
は
談
笑
が
響
く
。
昼
下
が
り
、

駅
か
ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
向
か
う
デ

ッ
キ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
流
れ
が

で
き
て
い
た
。
会
社
説
明
会
に
参
加
す

る
学
生
、
散
歩
を
す
る
親
子
、
パ
ス
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
人
、
様
々
な

人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
こ
と

を
考
え
て
つ
く
ら
れ
た
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
は
、
い
ま
な
お
魅
力
あ
る
公
共
的
建

築
と
し
て
健
在
の
よ
う
だ
。

　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
Ｐ

Ｐ
Ｐ
な
ど
の
官
民
連
携
の
先
駆
け
で
あ

り
、
建
築
主
、
設
計
者
、
施
工
者
が
し

っ
か
り
と
し
た
公
共
的
な
考
え
方
で
事

業
を
行
い
、
県
側
も
そ
れ
に
協
調
し
た
。

結
果
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
優
し
い
公

共
的
建
築
に
な
っ
た
。
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
が
現
在
も
活
き
活
き
と
し
て
い
る
理

由
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
官

民
連
携
の
理
想
的
な
姿
で
つ
く
ら
れ
た

こ
と
が
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

公
共
的
建
築

施
工
者（
改
修
工
事
）
よ
り

設
計
者
よ
り

　
当
社
で
は
施
工
物
件
の
竣
工
後
、
ト

ー
タ
ル
ビ
ル
ケ
ア
を
指
向
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
施
工
物
件
が
完
成
し
た
後

も
、
施
工
会
社
と
し
て
そ
の
後
の
長
期

修
繕
を
担
っ
て
い
く
考
え
方
で
、
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
で
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ

の
た
め
、
一
九
八
八
年
の
竣
工
以
来
、

テ
ナ
ン
ト
が
入
れ
替
わ
る
と
き
の
復
元

工
事
な
ど
、
管
理
会
社
と
相
談
の
上
で

少
し
ず
つ
修
繕
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

二
〇
年
余
経
っ
た
二
〇
一
〇
年
か
ら
は
、

四
カ
年
計
画
と
し
て
竣
工
以
来
最
初
の

大
規
模
な
修
繕
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
は
建
築
主
・
施
工

者
と
一
丸
と
な
っ
て
、
周
辺
環
境
へ
の

配
慮
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。
オ
フ

ィ
ス
と
ホ
テ
ル
を
別
棟
に
し
た
こ
と
や

電
波
障
害
対
策
が
そ
の
代
表
的
な
も
の

で
す
が
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
周
辺
に

配
慮
し
た
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
北
側
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
は
、
舞
台
を
オ
フ
ィ
ス
棟
側
に
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
を
北
側
商
店
街
側
に
配
置

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
商
店

街
側
の
軒
が
低
く
な
り
、
日
影
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
と
共
に
、
威
圧
感

の
少
な
い
外
観
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
修
繕
で
は
、
ま
ず
は
エ
レ
ベ

ー
タ
や
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
の
老
朽
化

に
対
応
し
た
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
共
用
廊
下
を
明
る

く
す
る
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
実
施
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
省
エ

ネ
ビ
ル
に
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
も

あ
り
、
新
し
い
設
備
の
導
入
や
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
は
省
エ
ネ
の
視
点
で
進
め
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
照
明
は
自
動
調
光

と
し
、
ト
イ
レ
に
は
節
水
型
の
も
の
を

導
入
、
窓
に
は
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
竣
工
時
と
は
駅
の

状
況
も
大
き
く
変
わ
り
、
動
線
に
も
変

化
が
生
じ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
年
度
ま

た
は
来
年
度
に
は
サ
イ
ン
計
画
の
見
直

し
も
行
う
予
定
で
す
。

　
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
の
防
災
拠
点
と
し
て

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
人
口
の
多
い
地
域
に
建
つ
公
共
的

な
大
規
模
施
設
で
す
か
ら
、
震
災
時
に

何
が
で
き
る
か
を
建
物
管
理
者
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
光
や
風
な
ど
の
物
理
的
な
面
ば

か
り
で
な
く
、
建
物
の
印
象
に
関
わ
る

心
理
的
な
面
に
対
す
る
配
慮
も
必
要
で

す
。
高
層
ビ
ル
に
縦
連
窓
を
使
用
す
る

と
、
高
さ
を
強
調
し
た
威
圧
的
な
印
象

を
与
え
る
た
め
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
は

横
連
窓
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
威
圧

感
を
緩
和
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
建
築
主
・
施
工
者
、
そ

し
て
自
治
体
と
強
く
連
携
し
な
が
ら
設

計
を
進
め
た
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ティ
で
の
経
験

は
、
そ
の
後
の
パ
シ
フィ
コ
横
浜
や
ク
イ

ー
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
な
ど
に
お
け
る
事
業

計
画
コ
ン
ペ
に
お
い
て
も
活
か
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
敷
地
の
す
ぐ
隣
に

あ
る
武
蔵
野
銀
行
本
店
は
私
が
設
計
し

た
も
の
で
、
こ
の
土
地
へ
の
縁
は
昔
か

ら
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
つ
い

て
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
関
わ
れ
る
経
験

は
、
長
い
設
計
人
生
の
中
で
実
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
点

で
私
個
人
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を

持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。

M
itsuo N

akam
ura

株
式
会
社
日
建
設
計 

会
長

中
村
光
男

逆打ち工法の工程。

そ
の
後
の
設
計
生
涯
の
指
針
と
な
っ
た

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
の
豊
か
な
経
験

K
ouichi K

atakura

株
式
会
社
フ
ジ
タ

片
倉
浩
一

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
の
新
た
な
役
割

省
エ
ネ
ビ
ル
、そ
し
て
防
災
拠
点
へ

50tクローラー
クレーン
50tクローラー
クレーン

80tクローラー
クレーン
80tクローラー
クレーン

①杭工事および構真柱・仮支柱の
　建込み。１次掘削後、Ｂ１Ｆの鉄
　骨建方

①杭工事および構真柱・仮支柱の
　建込み。１次掘削後、Ｂ１Ｆの鉄
　骨建方

②１Ｆ床（トップスラブ）のコンクリー
　ト打設
②１Ｆ床（トップスラブ）のコンクリー
　ト打設

③地上部：第２節鉄骨建方
　地下部：２次掘削およびＢ１Ｆ床
　　　　  ＣＯＮ

③地上部：第２節鉄骨建方
　地下部：２次掘削およびＢ１Ｆ床
　　　　  ＣＯＮ

④地上部：第４節鉄骨建方
　地下部：３次掘削およびＢ２Ｆ床
　　　　  ＣＯＮ

④地上部：第４節鉄骨建方
　地下部：３次掘削およびＢ２Ｆ床
　　　　  ＣＯＮ

⑤地上部：第９節鉄骨建方
　地下部：５次掘削（掘削完了）
　　　　  ＣＯＮ

⑤地上部：第９節鉄骨建方
　地下部：５次掘削（掘削完了）
　　　　  ＣＯＮ

バックホー11t
(0.7㎥)ダンプ
バックホー11t
(0.7㎥)ダンプ

バックホー(0.4㎥)バックホー(0.4㎥)

構真柱構真柱

タワークレーン JCC-200タワークレーン JCC-200

タワークレーン JCC-200タワークレーン JCC-200

タワークレーン JCC-200タワークレーン JCC-200

クラムシェル KH-100クラムシェル KH-100

ダンプダンプ

バックホー(0.4㎥)バックホー(0.4㎥)

クラムシェル KH-100クラムシェル KH-100 クラムシェル KH-100クラムシェル KH-100

11tダ ンプ11tダ ンプ

1次掘削　

第 1節鉄骨建方

第 1節鉄骨建方

第 2節鉄骨建方

第 4節鉄骨建方

第 9節鉄骨建方

3次掘削

5次掘削

2次掘削

トップスラブCON

B1F 床CON

B2F 床 CON

構真柱建込

拡底リ
パース
杭掘削

上／ 1階ホテルロビー。2011年12月にリニューアルが
完了した。（提供：GA photographers）
下／大ホールや小ホールなどへのエントランスホール。
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1 オフィス棟の2階ロビー。奥にパスポートセンターがあり、現在も多くの人が行き交っている。2 2010年以降の修繕で新しくなったトイレ。3 地
階のイベント広場。植栽が青々と育っている。（写真：山田新治郎）

1

2 3

ソニックシティの今


